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IN　愛・地球博記念公園

氷点下に冷え込んだ夜明けだったが　それから3時間弱　3℃くらいになっていただろうか

駐車場からの道のり　霜柱を踏んで会場に　冷たかったが開催できたことが嬉しかった　

ドーム型の体育館の手前に運航前の「バス」

残念ながら　機会が無かったが

公園内を「バスにゆられて」みたかった

運営関係者の受付が始まった

風が無かったので　良かったが

お疲れさまでした

あいしる あいち 「かける」記
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1週間前からの健康チェック表　提出

聞き取り　確認　体温測定

手指のアルコール消毒など・・・

体温測定では　何時もドキドキする

打ち合わせ（全体　部署別）

体育館とは別棟の部屋で始まった

順不同

主催者　愛知県スポーツ局　愛知県社会福祉協議会福祉生きがいセンター（事務局）

運営協力　愛知県障害者スポーツ指導者協議会　　あいちボッチャ協会　　金城学院大学　　

　長久手市社会福祉協議会（登録ボランティア）

講師　あいちボッチャ協会所属の競技者　審判員

　　　　　



体育館に移って　打ち合わせと設営など準備

会場の準備を終えて　暫し休息

　そしてお昼ごはん

　　　会場間をつなぐ通路の壁に　こんな作品がありました

間もなく　参加の皆さんが来場します

受付の　最終確認！！



受付では

「抗菌ウエットティッシュ」と「使い捨てカイロ」をセットにして手渡されました

参加のみなさんお一人おひとり　やはりここでも　1週間前からの健康チェック表　提出

そして聞き取り　体温測定などが　行われました　　ご協力ありがとうございました

みなさん健康で良かった　さあやるぞと　会場に集合です

元

気

で

す

！！

簡単な開会式があって　講演が始まりました　　障害のある人も　ない人も

誰もができる

競技

ボッチャの魅力

について

体験を交え

丁寧に

分かりやすい

お話しでした

ありがとう

ございました



競技　デモンストレーション　終始　皆さんの食い入るように真剣な眼差しで・・・　

ゲームは　最後の一投まで　わからない

「ふれあい交流」では

競技の体験が今回初めての方や数回目といった　初心者向けのコート

パラリンピックを始めとした国際大会の経験者など向けのコートが

そして　競技者同様に審判についても　初めての方が審判の体験ができ

身近にベテランの審判員のお手本もあって

障害の有る無し　障害の程度や年齢や性別などにかかわらず

それぞれのニーズによって　それぞれに体験ができる機会が設けられていて



アッという間の寒さを忘れる「スポーツ体験交流会」でした



「する人　みる人　支える人」が混ざって　というか

それぞれの人が　それぞれに「する人　みる人　支える人」の会場で

皆さんの「真剣さ　笑顔　歓喜など」で　身体が暖かく　温かい気持ちになった



これからも　いろいろなところで　いろいろなスポーツを　みんなで


